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 㥑㝖の⌧ᆅ適ᛂヨ㦂ࢩ࢝セࢽ

༓木 容・定ሯ Ὀ୕※１ 

䊠 ࡵࡌࡣに

、のᶞ木で⛉࣓࣐ཎ⏘の࣓࢝ࣜはࢩ࢝セࢽ

本┴ではᾏᓊ◁ᆅをはࡵࡌ⬨ᝏᅵተの⥳化にຠ果を

発してきた。とこࢁが、࣓࣐⛉のᶞ木の≉ᛶで、

✵୰❅⣲のᅛ定を行う᰿⢏⳦とඹ生しているのでᅵ

ተ㣴分をቑ加さࡏることが▱られている（森林ᅵተ

研究会、1982）。そのたࡵ、᳜ ᱂後ᚎࠎにᅵተ୰のᰤ

㣴分がቑ加し、元ࠎ◁ୣ未⇍ᅵであったとこࢁで⭉

、⣲などのᅵተ㣴分のቑ加が見られる（༓木❅ࡸ᳜

1993）。一方、ᖖ⥳㔪ⴥᶞであるࢡロࢶ࣐は、ᮇで

も㜵㢼◁㜵用ᶞ✀としてຠ果を発ࡍる。その≉ᚩ

の一つは、⳦᰿⳦とඹ生ࡍることにより㣴分の少な

い未⇍ᅵにおいても、全なᡂ長⥆けることができ

る。とこࢁが、ᅵተ㣴分がቑえてࡃると⳦᰿⳦がඹ

生できなࡃなることが▱られており（能ໃ、2008）、

全なᡂ長ができࡎに⾶ᙅࡍる。このたࢡ、ࡵロ࣐

セࢽるには、ධしてきたࡍ林の全ᛶを⥔持ࢶ

。ᚲせがあるࡃを㝖ࢩ࢝

一方、グࣜࢧ࣍ートࢯプロࣆルン࣒ࣔ࢘ࢽሷ

のᶞᖿὀධによるせなᶞ木の㜵㝖は、小➟ཎㅖᓥ

においてእ᮶ᶞ✀の࢝ギの㥑㝖に用いられている。

その≉ᚩとして、ὀධ木以እをᯤらさない、⎔ቃに

⸆をᩓ布しない、⸆の使用量が少ないなど⎔ቃ

にඃしい㜵㝖法としてሗ࿌されている（ఀ藤ほか、

2009）。

本ሗでは、ࢡロࢶ࣐のᾏᓊ㜵㢼林にධしたࢽセ

࣒࢘ࢽンࣔルࣆプロࢯートࢧ࣍のグࣜࢩ࢝

ሷのᶞᖿὀධによる㥑㝖試験を行ったのでሗ࿌ࡍる。 

開けることがᅔ㞴である。そのたࡵ、✰の┤ᚄを

6.5mmとし、ὀධ用の࣎トルをྲྀり付けた。 

Ϫ ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

 試験結果を表㸫１に示ࡍ。表の୰のᯤṚ・生Ꮡ

᫂は、ⱆ྿きが見られなかったがᶞ⓶をࡄと⥳Ⰽ

が見られᯤṚをุูできなかったものである。ᯤṚ

に⮳る≧ἣは、4 3 日後の ⩣ 1 1 ᭶には、ほとࢇどኚ

化が見られࡎ、ほぼ㏻ᖖの⮬然なⴠⴥをした。185

日後の⩣ᖺ㸲᭶には༙分⛬度の処理木が、ᯤれ木と

なりᯤṚしたが、２⛬度の木で᪂ⱆをⱆ྿ࡃもの

が見られ、ᯤṚしないかとᛮࢃれた。とこࢁが、266

日後の㸴᭶には、ⱆ྿いた᪂ⱆもᯤṚし、処理木ࡍ

 。てがᯤṚに⮳った

䊡 ヨ㦂᪉ἲ

ሷ࣒࢘ 41％のཎᾮ 10㹫l㸭本 

処理木の┤ᚄ 5㹼15cm 

┿－㸯 ⸆のὀධ≧ἣ

・試験ᆅ：石ᕝ┴小松ᕷᏳᏯ⏫ ᏳᏯ林国有林

・用⸆量：グࣜࢧ࣍ートࢯプロࣆルンࣔࢽ

・ᕤ≧ἣ：౪試木 27本、2018ᖺ 10᭶ 4日処理、 

・ὀධ方法：ὀධ≧ἣ（┿㸫１）

ᘬ用した࢝ギのὀධでは（ఀ藤ら、2009）、

ドࣜルでከᩘの✰を開けその✰にὀධしていたが、

ከᩘの✰をࡵて材がሀいたࡵは、ᴟࢩ࢝セࢽ

※１ 石ᕝ森林⟶理⨫
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が、᰿ࡲでᯤらࡍことを重どࡍるならࡤᶞ木の௦ㅰ

生理がά発になる、ᮇに向かってᕤࡍること

が有ຠであࢁう。 
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27 ⏕Ꮡ ᯤṚ
ᯤṚ⋡䠂 0 48 100

処理 後 26 6 日┠のᯤṚ木の≧ἣを┿㸫２に示ࡍ。

㉥いࢸープが付いているものが処理木であるが、⥳

のⴥは見られࡎᯤṚしている。一方、࿘㎶の᳜᱂木

のࢡロࢶ࣐は、全ࡃᙳ㡪は見られࡎ、ᯤṚ木の᰿元

回りのⲡ本にもᙳ㡪は見られない。このことから、

小➟ཎでのሗ࿌（ఀ藤ら、2009）と同ᵝにの᳜生

にᙳ㡪が少なࡃせ木をᯤṚさࡏることが可能な方

法と考えられる。回用いた⸆の≉ᚩは、᰿ࡲで

⸆が及ࢇでからᯤṚさࡏるという㐜ຠᛶのస用機

構があり、ὀධ時ᮇが 10᭶でᶞ木の᪂㝞௦ㅰが低下

るᮇに向けての処理であったこともあり、ᯤṚࡍ

 。でに༙ᖺ以上の時間がかかったものと考えられるࡲ

䊣   せ 

本ሗ࿌による方法は、ᯤṚに⮳ࡲでに時間がかか

るので、సᴗに実にはこのことを考៖し、処理木

のఆಽ等は、⩣ᖺに行ࢃなけれࡤならない。一方、

ⴠⴥᮇであったたࡵ࿘ᅖに┠立つことなࡃᯤẅに⮳

らしࡵることができた。ࡲた、からኟにかけて

ᕤした方が、ᯤṚࡲでの時間が▷⦰できるであࢁう

̿◁ୣ未⇍ᅵ≧の分布̿ 石ᕝ┴林試研ሗ24：37
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